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決算委員会 質疑 著作権⾮親告罪化は、⽇本の⽂化に⼤きな影響が︕

l 決算委員会（2014/06/09）
– 著作権保護とTPPによる⾮親告罪化の問題
→ ⽢利明TPP担当⼤⾂

⼀律にみんな⾮親告罪にしてしまえというような
議論は余り良くないなというようなところから

共通ルールにしていくかということを今交渉している最中

表現の⾃由、通信の⾃由、秘密を守ることが重要という⽴場で

私⾃⾝も主張してまいりましたけれども、
それらの観点から⽴っても、

著作権の⾮親告罪はそのまま⽇本に素直に適⽤するというのは
ちょっと⾒過ごすわけにはいかない問題
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著作権⾮親告罪化
l 決算委員会（2014/06/09）

– 著作権保護とTPPによる⾮親告罪化の問題
→ 下村博⽂⽂科⼤⾂

下村⽂科⼤⾂は野党時代に「著作権の⾮親告罪には反対である」という旨の
発⾔をしていたので、その⽴場に変わりはないかどうかを質問︕

著作権等の侵害が著作権者に与える影響は
著作物の利⽤態様や規模によって多様であることなどから、

⼀律に⾮親告罪化することは適当でない旨の結論が出されております。
著作権等の侵害罪の⾮親告化について、

この⽂化審議会での検討結果や国内外の諸状況を踏まえて
適切に対応する必要があると思いますし、

ＴＰＰも今⽢利⼤⾂からのお話のとおりであるというふうに思います。
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著作権⾮親告罪化
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起訴の前提

起こりづらい 起こりやすい萎縮効果


